
　検査日：　　　　年　　　月　　　日 　検査者： 印　

検査項目 検査事項 検査方法 判定基準（ＮＧ基準） 測定値・確認記録 結果 特記事項

Ⅰ
　戸開走行保護装置形名と
　大臣認定番号の確認

表示の確認 目視
　規定の名前と番号でないこと
　　　名称：　油圧式ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ　戸開走行保護装置
　　　番号：　ENNNUN-0195

－ 良・否

Ⅱ
　制御基板及び
　制御プログラムの確認

型番の確認 目視
　UCMPｺﾝﾄﾛｰﾙの基板の型番が当社規定でないこと
　　　番号：　PKHAS08001

－ 良・否

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

作動の状況
戸開走行保護装置の
作動状況を確認する

　EV上昇中に強制戸開させて、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰが
　停止しないこと

－ 良・否

Ⅲ
　特定距離感知装置
　の確認

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

動作の状況 測定
　挟まれ防止クリアランス（かご床ー乗場出入口上枠）
　が基準値（100cm）未満であること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

動作の状況 測定
　転落防止クリアランス（乗場床ーかご側エプロン下端）
　が基準値（11cm）を超えること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

Ⅳ
　戸開走行保護装置の
　ブレーキ確認

外観の確認 測定値より算出
　２個の逆止弁が相互に10分間動作して、ＥＶの
　沈下が基準値（40㎜）以上沈下すること

－ 良・否

Ⅴ 　電磁接触器の動作確認 作動の状況 目視
　電磁接触器の電源をＯＮ／ＯＦＦして、コンタクタの
　作動が円滑でないこと

－ 良・否

Ⅵ 　かご戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

Ⅶ 　乗場戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否
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戸開走行保護装置検査記録表　（油圧式）



　検査日：　　　　　年　　　　　月　　　日 　検査者： 印　

検査項目 検査事項 検査方法 判定基準（ＮＧ基準） 測定値・確認記録 結果 特記事項

Ⅰ
　戸開走行保護装置形名と
　大臣認定番号の確認

表示の確認 目視
　規定の名前と番号でないこと
　　　名称：　油圧式ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ　戸開走行保護装置
　　　番号：　ENNNUN-1109

－ 良・否

Ⅱ
　制御基板及び
　制御プログラムの確認

型番の確認 目視
　UCMPｺﾝﾄﾛｰﾙの基板の型番が当社規定でないこと
　　　番号：　PKHAS08002

－ 良・否

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

作動の状況
戸開走行保護装置の
作動状況を確認する

　EV上昇中に強制戸開させて、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰが
　停止しないこと

－ 良・否

Ⅲ
　特定距離感知装置
　の確認

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

動作の状況 測定
　挟まれ防止クリアランス（かご床ー乗場出入口上枠）
　が基準値（100cm）未満であること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

Ⅳ
　戸開走行保護装置の
　ブレーキ確認

外観の確認 測定値より算出
　２個の逆止弁が相互に2分間動作して、ＥＶの
　沈下が基準値（30㎜）以上沈下すること

－ 良・否

Ⅴ 　電磁接触器の動作確認 作動の状況 目視
　電磁接触器の電源をＯＮ／ＯＦＦして、コンタクタの
　作動が円滑でないこと

－ 良・否

Ⅵ 　かご戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

Ⅶ 　乗場戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

整理番号

戸開走行保護装置検査記録表　（油圧式S200）
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　検査日：　　　　年　　　　　月　　　　日 　検査者： 印　

検査項目 検査事項 検査方法 判定基準判定基準（ＮＧ基準） 測定値・確認記録 結果 特記事項

Ⅰ
　戸開走行保護装置形名と
　大臣認定番号の確認

表示の確認 目視
　規定の名前と番号でないこと
　　　名称：　ﾛｰﾌﾟ式ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ　戸開走行保護装置
　　　番号：　ENNNUN-0147

－ 良・否

Ⅱ
　制御基板及び
　制御プログラムの確認

型番の確認 目視
　UCMPｺﾝﾄﾛｰﾙの基板の型番が当社規定でないこと
　　　番号：　PKRAS08001

－ 良・否

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

作動の状況
戸開走行保護装置の
作動状況を確認する

　EV上昇中に強制戸開させて、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰが
　停止しないこと

－ 良・否

Ⅲ
　特定距離感知装置
　の確認

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

動作の状況 測定
　挟まれ防止クリアランス（かご床ー乗場出入口上枠）
　が基準値（100cm）未満であること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

動作の状況 測定
　転落防止クリアランス（乗場床ーかご側エプロン下端）
　が基準値（11cm）を超えること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

Ⅳ
　戸開走行保護装置の
　ブレーキ確認

作動の状況 測定値より算出
　２個のブレーキのブレーキギャップがそれぞれ
　基準値（0.45㎜）以上であること

　１個目　　　　　　　　　　　ｍｍ

　２個目　　　　　　　　　　　ｍｍ
良・否

Ⅴ
　ブレーキ動作感知装置
　の確認

作動の状況 目視
　ブレーキを作動させた時のスイッチの作動が
　円滑でないこと

－ 良・否

Ⅵ 　電磁接触器の動作確認 作動の状況 目視
　電磁接触器の電源をＯＮ／ＯＦＦして、コンタクタの
　作動が円滑でないこと

－ 良・否

Ⅶ 　かご戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

Ⅷ 　乗場戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

整理番号
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戸開走行保護装置検査記録表　（ロープ式）



　検査日：　　　　年　　　　　月　　　　日 　検査者： 印　

検査項目 検査事項 検査方法 判定基準判定基準（ＮＧ基準） 測定値・確認記録 結果 特記事項

Ⅰ
　戸開走行保護装置形名と
　大臣認定番号の確認

表示の確認 目視
　規定の名前と番号でないこと
　　　名称：　ﾛｰﾌﾟ式ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ　戸開走行保護装置
　　　番号：　ENNNUN-2393

－ 良・否

Ⅱ
　制御基板及び
　制御プログラムの確認

型番の確認 目視
　UCMPｺﾝﾄﾛｰﾙの基板の型番が当社規定でないこと
　　　番号：　PKCADB3002

－ 良・否

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

作動の状況
戸開走行保護装置の
作動状況を確認する

　EV上昇中に強制戸開させて、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰが
　停止しないこと

－ 良・否

Ⅲ
　特定距離感知装置
　の確認

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

動作の状況 測定
　挟まれ防止クリアランス（かご床ー乗場出入口上枠）
　が基準値（100cm）未満であること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

動作の状況 測定
　転落防止クリアランス（乗場床ーかご側エプロン下端）
　が基準値（11cm）を超えること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

Ⅳ
　戸開走行保護装置の
　ブレーキ確認

作動の状況 測定値より算出
　２個のブレーキのブレーキギャップがそれぞれ
　基準値（0.45㎜）以上であること

　１個目　　　　　　　　　　　ｍｍ

　２個目　　　　　　　　　　　ｍｍ
良・否

Ⅴ
　ブレーキ動作感知装置
　の確認

作動の状況 目視
　ブレーキを作動させた時のスイッチの作動が
　円滑でないこと

－ 良・否

Ⅵ 　電磁接触器の動作確認 作動の状況 目視
　電磁接触器の電源をＯＮ／ＯＦＦして、コンタクタの
　作動が円滑でないこと

－ 良・否

Ⅶ 　かご戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

Ⅷ 　乗場戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

整理番号

戸開走行保護装置検査記録表　（ロープ式Ｈシリーズ）
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　検査日：　　年　　月　　日 　検査者： 印　

検査項目 検査事項 検査方法 判定基準判定基準（ＮＧ基準） 測定値・確認記録 結果 特記事項

Ⅰ
　戸開走行保護装置形名と
　大臣認定番号の確認

表示の確認 目視

　規定の名前と番号でないこと
　ﾛｰﾌﾟﾄﾗｸｼｮﾝ式ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ
　戸開走行保護装置(PHETUCMP-001型)
　ENNNUN-1559

－ 良・否

Ⅱ
　制御基板及び
　制御プログラムの確認

型番の確認 目視
　UCMPｺﾝﾄﾛｰﾙの基板の型番が当社規定でないこと
　PKTADB3001（UCMP制御盤蓋の裏面)

－ 良・否

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

作動の状況
戸開走行保護装置の
作動状況を確認する

　EV昇降中に強制戸開させて、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰが
　停止しないこと

－ 良・否

Ⅲ
　特定距離感知装置
　の確認

外観の確認 触診・目視 　取付部に緩み・異常があること － 良・否

動作の状況 測定
　挟まれ防止クリアランス（かご床ー乗場出入口上枠）
　が基準値（100cm）未満であること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

動作の状況 測定
　転落防止クリアランス（乗場床ーかご側エプロン下端）
　が基準値（11cm）を超えること

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　cｍ

良・否

Ⅳ
　戸開走行保護装置の
　ブレーキ確認

作動の状況 測定値より算出
　２個のブレーキのブレーキギャップがそれぞれ
　基準値（0.80㎜）以上であること

　上　　　　　　　　　　　ｍｍ

　下　　　　　　　　　　　ｍｍ
良・否

Ⅴ
　ブレーキ動作感知装置
　の確認

作動の状況 目視
　ブレーキを作動させた時のスイッチの作動が
　円滑でないこと

－ 良・否

Ⅵ 　電磁接触器の動作確認 作動の状況 目視 　電磁接触器の　作動が円滑でないこと － 良・否

Ⅶ 　かご戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

Ⅷ 　乗場戸のスイッチ確認 作動の状況 目視 　戸開閉させた時のスイッチの作動が円滑でないこと － 良・否

整理番号

戸開走行保護装置検査記録表　（中低層）
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戸開走行保護装置における検査確認手順

特定距離感知装置の設定位置確認

1 エレベーターを最下階に着床させる。

2 メンテナンスツールにて、特定距離感知装置の入力信号を表示させる。　M-3-1-1　GOON1回

3 手動運転に切り替える。

4 手動上昇運転にてＥＶを上昇させ、入力信号が切り替わった所で停止させる。

　[入力　ＳＤＳ→ｓｄｓ　（遮蔽→開放）]

5 乗場扉を開け、最下階敷居高さとかご敷居高さの差を確認する。

6 図示の寸法になっていることを確認する。

寸法を測定する点

①　レベル段差

②　かご敷居～乗場三方枠上枠の下端部（挟まれ防止）

　　　規定値　１００ｃｍ以上

③　乗場敷居～かご側トーガード直線部の下端（転落防止）

　　　規定値　１１ｃｍ以下

かご

乗り場

②

①

③



戸開走行保護装置における検査確認手順【S200シリーズ】



戸開走行保護装置における検査確認手順【中低層】

①

②

③

④

⑤

図⑤-1、⑤-2

異音なき事

目視

全体 締結部 ボルトナットに緩み無きこと

油付着確認

目視

聴覚

ブレーキ１、２

昇降動作 ｽﾑｰｽﾞな動作

0.80mm以下

ｽﾑｰｽﾞな動作

ON-OFF確認

異音なきこと

油付着なきこと

ブレーキ１、２について

それぞれ測定する

スイッチ動作感知ｽｲｯﾁ

かご

ﾌﾞﾚｰｷｷﾞｬｯﾌﾟ

点検項目 測定対象 判定基準

シクネスゲージ

メンテツール

参照先

図③-1、③-2

図①-1、①-2、①-3

測定器

シックネスゲージ

ブレーキ１

ブレーキ２

図.1ブレーキギャップ測定

動作感知スイッチ

図.２ブレーキ動作感知スイッチ
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